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1.　本研究 は北海道 におけ る服 地の変槌色を検べるこ

とが目的であ る。 とくに１年 のうち５か月 間を冬期衣服

で過 す こ と に より，衣服 の着 用には多 くの問題 を有す

るが，色彩 につい ては現 在まであまり実験さ れ て い な

い。

2.　方 法は一定 期間屋 外に放 置し て，標準資料と比較

検討 をするもので，環 境を作製し て行な うテ ストとは趣

を異にする。今 回は研 究Ⅲに該当し,   Iは奈良女子大家

政学研究Vol 11,    1,   2,   1964に発表, n は1966 年７

月28 日，東 北北 海道支部 会（ 日本家 政学会）におい て発

表を行 なった。

こ のたびの方 法は札幌 市内で最も公害の多い繁華街 の

ビ ル５階屋上と，同市効外の住宅地区屋外と の両方で同

時に曝露実験を試みたものである。 服地は16種類で，期

間は12日間行ない ，測色 の結果 を標準 と照合して比較し

た。

3.　成果 とし ては煤煙，塵埃，有害ガ スな どの被害を

受けている中心部では変色によ る影響を考慮しなければ

ならず，それらの害は比較的 少ないが，直射 日光，風 な

どによる槌色の害は郊外地が多 く受け てい るこ となど判

明し た。


